
も
カ
ー
ド
申
請
の
ポ
イ
ン
ト

付
与
の
期
間
を
延
長
し
て
き

た
が
、
そ
れ
で
も
上
手
く
は

い
か
ず
、
つ
い
に
は
保
険
証

の
廃
止
を
訴
え
、
脅
し
と
も

取
れ
る
手
法
で
カ
ー
ド
取
得

を
進
め
て
い
る
。
な
ぜ
こ
こ

ま
で
進
ま
な
い
の
か
、
そ
れ

は
国
民
・
医
療
機
関
に
対
す

る
説
明
不
足
と
こ
の
事
業
が

拙
速
す
ぎ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
４
月
か
ら
期
限
つ
き
で
始

ま
っ
た
「
医
療
情
報
・
シ
ス

テ
ム
基
盤
整
備
体
制
充
実
加

算
」
の
概
要
は　
　
に
示
す

通
り
で
あ
る
。

　
表
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
な
い
患
者
の
負
担

は
一
番
多
く
、カ
ー
ド
を
持
っ

て
来
て
診
療
情
報
の
取
得
に

同
意
し
た
患
者
の
負
担
が
最

も
少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
国
に
よ
る
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
国

民
に
取
得
さ
せ
る
政
策
誘
導

で
あ
り
、
医
療
機
関
に
お
い

て
は
治
療
内
容
を
患
者
が
説

明
を
受
け
て
選
択
す
る
の
で

は
な
く
、
受
診
し
た
時
点
で

患
者
に
よ
っ
て
格
差
を
つ
け

る
も
の
で
あ
り
、国
民
に
と
っ

て
も
到
底
納
得
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。

　
一
方
、医
療
機
関
に
お
け
る

負
担
増
は
機
器
の
設
置
に
対

す
る
設
備
投
資
、ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
の
増
加
、受
付
業
務
の

煩
雑
化
な
ど
様
々
な
負
担
を

強
い
ら
れ
る
。そ
れ
に
加
え
新

た
な
問
診
票
を
作
成
、患
者
に

記
載
し
て
も
ら
い
、同
意
を
確

認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。医

療
Ｄ
Ｘ
／
医
療
Ｉ
Ｔ
化
も
い

い
が
、そ
も
そ
も
Ｉ
Ｔ
化
と
は

業
務
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ

と
で
効
率
性
や
信
頼
性
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

現
状
は
か
え
っ
て
、受
付
業
務

を
煩
雑
に
し
か
し
て
い
な
い
。

　
そ
も
そ
も
「
医
療
情
報
・

シ
ス
テ
ム
基
盤
整
備
体
制
充

実
加
算
」
と
は
医
療
Ｄ
Ｘ
の

推
進
に
よ
り
国
民
が
医
療
情

報
の
利
活
用
に
よ
る
恩
恵
を

享
受
す
る
こ
と
を
推
進
す
る

観
点
か
ら
、
初
診
時
等
に
お

け
る
情
報
の
取
得
・
活
用
体

制
の
充
実
及
び
情
報
取
得
の

効
率
性
を
評
価
し
た
も
の
と

あ
る
。
こ
の
点
数
項
目
が
４

月
か
ら
特
例
措
置
で
行
わ
れ

て
い
る
内
容
と
一
致
し
、
納

得
で
き
る
と
感
じ
る
人
は
い

な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
国
は
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
を
な
ん
と
か
医

療
機
関
に
導
入
さ
せ
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を

１
０
０
％
に
近
づ
け
る
手
段

と
し
て
利
用
し
て
き
た
。
医

療
機
関
に
は
機
器
導
入
の
補

助
、
国
民
に
は
ポ
イ
ン
ト
の

付
与
を
す
る
こ
と
で
、
な
か

ば
強
引
に
進
め
て
来
た
が
、

上
手
く
は
い
か
な
か
っ
た
。

そ
う
す
る
と
次
の
手
段
と
し

て
、
機
器
導
入
の
補
助
額
を

一
旦
減
ら
し
た
も
の
の
、
再

度
当
初
の
額
に
戻
し
申
請
延

長
を
行
っ
た
。
一
方
国
民
に

　
　
　

 

◇　

◇　

◇

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
を
全
否
定
す
る
つ
も
り
は

な
い
が
、
国
民
に
も
っ
と
丁

寧
な
説
明
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
利
点
を
説
明
し
、

任
意
で
は
あ
る
が
取
得
の
お

願
い
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
。
ま
た
医
療
機
関

に
お
い
て
は
患
者
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
取
得
さ
せ
る
た
め

の
姑
息
な
手
段
と
し
て
で
は

な
く
、
国
の
責
任
に
お
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
推

進
実
行
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
責
任
を
医
療
機
関
に
押

し
付
け
、
経
費
を
負
担
さ
せ

る
の
で
は
な
く
、
今
後
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
含
め
患

者
負
担
増
な
ど
せ
ず
に
、
こ

の
名
称
と
中
身
の
伴
わ
な
い

加
算
点
数
を
廃
止
さ
せ
、
全

く
新
た
な
項
目
の
新
設
等
を

訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
４
年
目
に
突
入
し
て

い
る
。
今
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

に
向
け
て
大
き
な
転
換
点
を

迎
え
て
い
る
。
し
か
し
、
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
性
は
変
わ
ら

な
い
。
伝
播
力
が
強
く
、
今

も
変
異
を
続
け
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
は
決
し
て
過
去
の
も
の

で
は
な
い
▼
感
染
拡
大
に
と

も
な
い
デ
ジ
タ
ル
化
が
加
速

し
て
い
る
。
行
政
事
務
の
効

率
化
、
国
民
の
利
便
性
向
上
、

公
平
・
公
正
な
社
会
実
現
の

た
め
の
社
会
基
盤
が
謳
い
文

句
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
も
そ
の

一
つ
。
政
府
は
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
や
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

証
化
な
ど
で
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

の
普
及
に
躍
起
に
な
っ
て
い

る
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
行
政

機
関
が
持
つ
情
報
を
集
め
る

仕
組
み
だ
。
情
報
連
携
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
れ
ば
、
電
子

証
明
書
を
鍵
に
様
々
な
個
人

情
報
を
引
き
出
せ
る
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
利
用
は
社
会
保

障
と
税
、
災
害
対
策
の
３
分

野
に
法
律
で
限
定
し
て
い
た
。

政
府
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
を

改
正
し
、
政
省
令
で
も
利
用

範
囲
を
追
加
で
き
る
よ
う
厳

格
な
規
制
を
外
し
た
▼
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

か
ざ
す
と
、
紐
づ
け
さ
れ
た

様
々
な
個
人
情
報
が
画
面
に

並
ぶ
。
そ
ん
な
監
視
社
会
化

へ
の
怖
さ
が
あ
る
。
行
政
が

何
を
し
て
い
る
か
透
明
性
が

担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必

要
だ
。

加藤 康夫

（
あ
）

2023年（令和5年）4月5日

　

昨
年
10
月
よ
り
医
療
情
報
・
シ
ス
テ
ム

基
盤
整
備
体
制
充
実
加
算
が
導
入
さ
れ
、

今
年
４
月
か
ら
特
例
措
置
が
は
じ
ま
っ
た
。

保
険
証
の
種
類
な
ど
に
よ
っ
て
患
者
の
窓

口
負
担
増
を
さ
ら
に
強
い
る
も
の
で
、
医

療
機
関
で
の
患
者
の
不
信
感
を
も
煽
り
か

ね
な
い
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
断
じ
て
容

認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
特
例
措
置
の

問
題
点
を
探
り
、
今
後
の
改
善
を
要
求
す

る
必
要
が
あ
る
。

（1）第997号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）

主な目次　

歯
科
保
険
診
療
研
究

●
会
員
訪
問

●
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー

　
コ
ン
サ
ー
ト

解
説
「
夏
の
状
況
踏
ま
え
、

次
回
改
定
に
反
映
」

…
面
２

●
時
論
「
個
人
情
報
の
扱
い
に

も
っ
と
危
機
意
識
を
」

●
…
面
３

●
…
面
４

　
３
月
９
日
、
本
会
は
札
幌

市
医
師
会
（
以
下
、
札
医
）

と
の
懇
談
を
開
催
し
た
。
札

医
か
ら
は
、
多
米
淳
副
会
長

以
下
４
名
が
参
加
し
、
本
会

か
ら
は
加
藤
会
長
以
下
５
名

が
参
加
し
懇
談
に
臨
ん
だ
。

　
懇
談
で
は
、
上
埜
博
史
札

医
政
策
部
長
か
ら
「
電
子
処

方
箋
と
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド
」

を
テ
ー
マ
に
説
明
。２
０
２
３

年
２
月
末
時
点
で
、電
子
処
方

箋
を
導
入
し
て
い
る
施
設
は

全
国
で
７
５
１
施
設
の
み
と

低
調
な
状
況
に
あ
り
、医
療
機

関
は
51
施
設
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
と
話
し
た
。同
月
に
は
、

日
本
医
師
会
な
ど
の
８
医
療

団
体
で
加
藤
厚
労
大
臣
へ
電

子
処
方
箋
導
入
の
た
め
補
助

率
の
引
き
上
げ（
10
／
10
）、上

限
額
の
引
き
上
げ
な
ど
を
要

望
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

本
会
は
伊
藤
政
策
部
長
か

ら
「
か
か
り
つ
け
医
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
な
し
崩
し
的

に
進
む
か
か
り
つ
け
医
（
機

能
）
の
制
度
化
に
つ
い
て
説

明
。
か
か
り
つ
け
医
と
な
る

た
め
に
24
時
間
対
応
が
迫
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、

医
師
と
患
者
双
方
の
合
意
な

ど
が
条
件
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
人
頭
払
い
制
や
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
の
阻
害
等
の

問
題
を
解
説
し
た
。

　
懇
談
で
は
、
様
々
な
内
容

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
今
後
も
継
続
し
て
懇
談

の
機
会
を
持
ち
、
続
け
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
終
了
し
た
。

・
・

・
・

健康保険証にて資格確認を行う患者
マイナ保険証にて資格確認を行ったが、診療情報の取得に
同意していない患者
マイナカードが破損等により利用できない患者
マイナカードの利用者証明用電子証明書が失効している患者

・
・

・
・

健康保険証にて資格確認を行う患者
マイナ保険証にて資格確認を行ったが、診療情報の取得に
同意しなかった患者
マイナカードが破損等により利用できない患者
マイナカードの利用者証明用電子証明書が失効している患者

・

・

・

マイナ保険証にて資格確認。診療情報の取得に同意し、診療
情報を取得した患者
マイナ保険証にて資格確認。診療情報の取得に同意したが、
診療情報が存在しなかった患者
他院から診療情報の提供を受けた患者

受
診
し
た
患
者
に

　
　
　
　
　

格
差

表

表

実
態
が
伴
わ
な
い
年
内
特
例
措
置

読
後
感

●

※１ 特例措置として、2023年12月31日まで６点を算定できる。2024年
　　１月１日以降は４点となる。
※２ 電話やオンライン診療、往診や訪問診療では算定できない。
※３ ２科目初診、再診では算定できない。
※４ 特例措置として、2023年12月31日まで２点を算定できる。2024年
　　１月１日以降は算定できない。
※５ 下記ア、イの患者には算定できない。
　　ア. マイナ保険証により資格確認を行い、かつ診療情報を取得等した患者
　　イ. 他医療機関から当該患者に係る診療情報提供を受けた患者
　　ウ. 同月に加算１または加算２を算定している患者

医療情報・システム基盤体制充実加算の算定イメージ
算定対象患者

初
診
時

再
診
時

算定点数

加算１（６点）（月１回）
（※１）（※２）（※３）

加算2（2点）（月１回）
（※２）（※３）

加算3（2点）（月１回）
（※２）（※３）（※4）（※5）

基
盤
整
備
体
制
充
実
加
算

多
岐
に
わ
た
り
意
見
交
換

札
幌
市
医
師
会
と
の
懇
談

多米副会長 加藤会長

負担増ストップ！ 国民の医療と介護を守る緊急請願署名
［請願事項］・75歳以上の窓口負担を１割にしてください
　　　　　・保険料、介護の利用者負担を引き上げない
　　　　　・医療、介護への国の予算を増額してください

保険でより良い歯科医療を求める
請願署名
［請願事項］
　・窓口負担割合を下げてください
　・保険適用の歯科医療の範囲を広
　　げてください
　・歯科医療への国の予算を大幅に
　　増やしてください

健康保険証を廃止しないことを求める請願署名
［請願事項］・現行の健康保険証の廃止方針を撤回してください

署名活動にご協力ください
［用紙は無料でお送りします　　011-231-6281］

①

③②

①

②

③

それぞれ2023年5月まで実施しています！
署名用紙は無料でお送りします。
ご希望の方はお問合せください。



療
機
関
間
に
よ
っ
て
行
う
も

の
と
さ
れ
、
行
政
の
介
入
は

病
床
ひ
っ
迫
時
等
に
限
定
さ

せ
た
。
一
連
の
コ
ロ
ナ
対
策

に
お
い
て
保
健
所
機
能
が
問

わ
れ
る
中
、
公
衆
衛
生
行
政

の
責
務
を
さ
ら
に
後
退
さ
せ

る
内
容
と
い
え
る
。

　
ま
た
外
来
の
点
数
も
、
院

内
ト
リ
ア
ー
ジ
実
施
料
（
３

０
０
点
）
は
、
患
者
の
受
け

入
れ
状
況
に
応
じ
点
数
設
定

が
分
け
ら
れ
、
コ
ロ
ナ
患
者

の
診
療
に
対
す
る
救
急
医
療

管
理
加
算
１（
９
５
０
点
）も
、

療
養
指
導
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
の
評
価
（
１
４
７
点
）、
入

院
調
整
の
評
価
（
９
５
０
点
）

に
２
分
さ
れ
置
き
換
え
ら
れ

る
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
感
染

者
に
対
し
て
行
わ
れ
た
外
出

自
粛
は
、
今
後
は
求
め
ら
れ

な
く
な
る
た
め
宿
泊
療
養
施

設
は
終
了
と
な
る
。

　
医
師
等
の
応
招
義
務
に
つ

い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（
疑
い
含
む
）

の
み
を
理
由
と
し
た
診
療
の

拒
否
は
「
正
当
な
事
由
」
に

該
当
し
な
い
こ
と
が
明
確
化

さ
れ
た
。
対
応
す
る
医
療
機

関
の
維
持
・
拡
大
の
方
針
の

も
と
、
外
来
診
療
を
行
う
医

療
機
関
を
最
大
６
万
４
０
０

０
施
設
に
増
や
す
た
め
の
対

策
だ
。
こ
れ
ま
で
発
熱
患
者

を
厳
格
に
隔
離
し
た
診
療
体

制
か
ら
の
転
換
が
模
索
さ
れ

る
。
発
熱
患
者
の
診
療
を
休

止
し
て
い
た
医
療
機
関
に
も

診
療
応
需
が
求
め
ら
れ
る
可

能
性
も
あ
り
、
現
場
で
の
混

乱
が
容
易
に
想
定
さ
れ
る
。

　
入
院
で
は
、
重
症
者
・
中

等
症
患
者
に
対
す
る
救
急
医

療
管
理
加
算
が
大
幅
に
減
額

さ
れ
る
。
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ

患
者
の
受
け
入
れ
な
ど
を
全

病
院
で
対
応
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
軽
症
・
中
等
症
Ⅰ
患

者
に
つ
い
て
は
重
点
医
療
機

関
以
外
に
新
た
な
医
療
機
関

で
の
受
け
入
れ
を
促
す
方
針

だ
。
特
に
活
用
が
目
さ
れ
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
」や「
地

域
一
般
病
棟
」
に
は
、
新
た

に
加
算
が
設
け
ら
れ
る
。

　
各
都
道
府
県
に
は
、
こ
う

し
た
新
た
な
受
け
入
れ
の
方

針
・
目
標
を
盛
り
込
ん
だ
、

９
月
末
ま
で
の
入
院
調
整
に

関
す
る
「
移
行
計
画
」
を
今

月
中
に
策
定
す
る
こ
と
を
求

め
た
。

　
ま
た
人
員
配
置
、
診
療
実

績
等
の
施
設
基
準
に
関
す
る

猶
予
・
緩
和
の
特
例
に
つ
い

て
は
今
後
見
直
し
を
行
う
と

さ
れ
た
が
、
患
者
受
け
入
れ

等
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発

生
な
ど
も
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
一
定
期
間
経
過
措
置

が
延
長
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
病
床
確
保
料
に
つ
い
て
は
、

一
般
の
医
療
機
関
の
補
助
単

価
に
変
更
は
な
い
が
、
重
点

医
療
機
関
に
お
け
る
補
助
単

価
を
こ
れ
ま
で
の
半
額
へ
と

見
直
さ
れ
る
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
病
床
確
保
の
た
め
の
休
止

病
床
も
補
助
金
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
が
、
上
限
数
が

削
減
さ
れ
る
。

　
今
後
の
対
策
と
し
て
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
と
は
病
原
性
の

異
な
る
変
異
株
が
出
現
し
た

場
合
「
指
定
感
染
症
」
に
位

置
付
け
、
対
策
を
一
時
的
に

強
化
す
る
こ
と
も
示
さ
れ
た
。

た
だ
、
過
去
の
感
染
急
増
の

局
面
で
、
医
療
現
場
任
せ
で

あ
っ
た
行
政
対
応
の
検
証
や

改
善
へ
の
検
討
も
欠
か
せ
な

い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
今
夏
・

今
冬
の
状
況
を
踏
ま
え
、
来

年
の
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

改
定
で
は
恒
常
的
な
感
染
症

対
策
の
評
価
な
ど
を
反
映
さ

せ
る
と
し
て
い
る
。

　
　
　

 

◇　

◇　

◇

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
名
の
も

と
、
診
療
報
酬
の
特
例
や
各

種
の
支
援
措
置
が
廃
止
・
縮

小
さ
れ
て
い
く
。
政
府
は
コ

ロ
ナ
関
連
の
医
療
提
供
体
制

の
支
援
に
17
兆
円
を
費
や
し

た
と
声
高
に
強
調
す
る
が
、

国
民
の
健
康
確
保
の
た
め
の

施
策
に
予
算
を
投
入
す
る
こ

と
は
、
む
し
ろ
国
の
重
大
な

責
務
で
あ
る
。
医
療
機
関
の

経
営
、
国
民
生
活
共
に
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
か
ら
脱
し
て

い
な
い
中
、
政
策
転
換
は

慎
重
に
あ
る
べ
き
で
あ
り
、

財
政
偏
重
に
陥
ら
な
い
国

民
本
位
の
議
論
が
望
ま
れ

る
。

公
費
に
よ
る
支
援
が
続
け
ら

れ
る
見
込
み
だ
。

　
現
在
運
用
さ
れ
て
い
る
、

診
療
報
酬
に
関
す
る
特
例
は
、

評
価
の
見
直
し
や
期
限
を
区

切
っ
て
の
見
直
し
が
行
わ
れ

る　
　
。

　
５
類
へ
移
行
後
の
入
院
調

整
に
つ
い
て
は
、
原
則
は
医

９
月
末
ま
で
実
施
さ
れ
る
も

の
の
、③
は
、
検
査
キ
ッ
ト
の

普
及
な
ど
を
理
由
に
５
月
８

日
以
降
自
己
負
担
が
求
め
ら

れ
る
。
一
方
で
重
症
化
リ
ス

ク
の
高
い
患
者
等
が
入
院
・

入
所
す
る
医
療
機
関
、
高
齢

者
施
設
等
で
の
陽
性
者
発
生

時
に
行
う
集
中
的
検
査
は
行

政
検
査
と
し
て
継
続
さ
れ
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
と
も
な
う

患
者
負
担
は
来
年
３
月
ま
で

　
患
者
等
に
対
す
る
公
費
負

担
に
つ
い
て
は
①
ラ
ゲ
ブ
リ

オ
等
の
治
療
薬
の
費
用
は
従

来
通
り
公
費
に
よ
る
支
援
継

続
②
高
額
療
養
費
の
自
己
負

担
限
度
額
か
ら
、
２
万
円
を

限
度
に
公
費
支
援
③
検
査
費

用
の
公
費
支
援
は
終
了
と
な

る
。①
②
の
支
援
は
暫
定
的
に
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個
人
情
報
の
扱
い
に

　
　
　
も
っ
と
危
機
意
識
を

　
健
康
保
険
証
が
、
ま
た

一
つ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
ひ

も
付
け
さ
れ
、
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
と
一
体
化
さ
れ
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用

が
始
ま
っ
て
７
年
ほ
ど
経

ち
、
そ
の
間
に
オ
ン
資
に

よ
る
資
格
確
認
、
薬
剤
情

報
、
特
定
健
診
情
報
や
医

療
費
通
知
情
報
の
閲
覧
、

高
額
療
養
費
制
度
の
手
続

き
不
要
、
公
金
口
座
の
登

録
な
ど
の
ひ
も
付
け
が
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
も
増
え
る

可
能
性
が
高
い
。

　
ま
た
次
世
代
医
療
基
盤

法
の
改
正
案
が
、
自
民
党

の
合
同
会
議
で
了
承
さ
れ
、

現
行
の
デ
ー
タ
の
加
工
基

準
を
緩
和
し
た
「
仮
名
加

な
ど
を
含
む
計
15
の
属
性

情
報
を
使
う
と
99・
98
％
に

つ
い
て
特
定
の
一
人
の
も

の
に
絞
り
込
め
た
と
い
う
。

　
日
本
で
は
、
匿
名
の
個

人
を
特
定
す
る
目
的
で
、

別
に
入
手
し
た
デ
ー
タ
と

突
き
合
わ
せ
る
こ
と
は
禁

じ
ら
れ
て
い
る
が
、
も
し

守
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、

ひ
も
付
い
た
情
報
と
と
も

に
漏
洩
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
国
に
よ
る
国
民
の
管
理
・

統
制
の
手
段
と
し
て
の
こ

れ
以
上
の
ひ
も
付
け
と
個

人
情
報
の
漏
洩
に
よ
る
個

人
・
家
族
へ
の
犯
罪
の
基

情
報
に
な
る
こ
と
に
も
っ

と
警
鐘
を
鳴
ら
す
べ
き
で

あ
る
。

工
医
療
情
報
」
を
新
設
。

希
少
疾
患
名
の
削
除
を
し

な
い
な
ど
を
し
て
デ
ー
タ

を
提
供
し
、
新
薬
の
研
究

開
発
や
薬
事
承
認
申
請
な

ど
利
活
用
を
し
や
す
く
す

る
狙
い
だ
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

運
用
に
際
し
、
様
々
な
安

全
措
置
が
取
ら
れ
、
特
定

個
人
情
報
と
し
て
個
人
情

報
の
最
た
る
も
の
と
位
置

づ
け
ら
れ
た
。
だ
が
最
近

で
は
、
番
号
は
秘
密
だ
と

い
う
固
定
観
念
を「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
呪
い
」
と
呼
ぶ

ら
し
く
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
と
は
別

物
で
す
」
な
ど
と
い
う
訳

の
わ
か
ら
な
い
説
明
が
起

こ
っ
て
お
り
、
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
の
番
号
を
隠
す
カ
バ
ー

も
な
く
な
る
始
末
で
あ
る
。

　

海
外
で
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
た
め
に
匿
名

化
さ
れ
た
大
量
の
ビ
ッ
ク

デ
ー
タ
の
利
活
用
の
安
全

性
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る

研
究
結
果
が
出
て
い
る
。

英
国
と
ベ
ル
ギ
ー
の
研
究

チ
ー
ム
が
、
ビ
ッ
ク
デ
ー

タ
は
匿
名
化
さ
れ
企
業
な

ど
の
第
三
者
に
提
供・
販
売

さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
個

人
が
特
定
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
問
題
意
識

で
、
統
計
学
な
ど
の
計
算

手
法
を
駆
使
し
そ
の
可
能

性
を
調
べ
た
結
果
、
生
年

月
日
、
性
別
、
住
所
だ
け

で
は
特
定
困
難
だ
が
、
人

種
や
学
歴
、
住
宅
ロ
ー
ン

　

夏の状況踏まえ、
　　　　 次回改定に反映

新型コロナ　診療報酬特例

　

政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
は
３
月
10

日
、
５
類
引
き
下
げ
後
の
医
療
体
制
、
公
費
支
援
の
見
直
し
に

つ
い
て
公
表
し
た
。
５
月
８
日
以
降
診
療
報
酬
等
の
特
例
措
置

が
段
階
的
に
廃
止
・
縮
小
さ
れ
る
。
ま
た
、
病
床
の
確
保
料
に

つ
い
て
は
半
減
さ
せ
る
と
と
も
に
、
各
都
道
府
県
に
は
、
入
院

調
整
等
に
関
す
る
「
移
行
計
画
」
を
策
定
さ
せ
、
冬
の
感
染
拡

大
に
備
え
る
方
針
を
示
し
た
。
ま
た
、
外
来
の
院
内
ト
リ
ア
ー

ジ
実
施
料
、
救
急
医
療
管
理
加
算
は
、
患
者
受
け
入
れ
対
応
、

入
院
調
整
等
に
よ
り
点
数
が
分
割
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

表

解　
　

説

表 新型コロナの診療報酬上の見直し概要（厚労省資料より抜粋）

公
費
支
援
は
縮
小

特
例
は
継
続
と
縮
小

外
来
で
入
院
調
整
を
評
価

入
院
先
を
調
整
し
、

全
病
院
で
対
応

対応の方向性・考え方 現行措置（主なもの） 位置づけ変更後（令和５年5月8日～）

外
来

在
宅

歯
科

入
院

空間分離・時間分離に必
要な人員、PPE等の感染
対策を引き続き評価
その上で受入患者を限定
しないことを評価する仕組
みへ

届出の簡略化などの状況
変化を踏まえて見直し
位置付け変更に伴い、医
療機関が実施する入院調
整等を評価

緊急往診は、重症化率の
変化に伴う必要性の低下
を踏まえて見直し
介護保険施設等での療養
を支援する観点から同施
設等に対する緊急往診は
引き続き評価

往診時等の感染対策を引
き続き評価

300点
【院内の感染対策が要件】

950点
【初診含めコロナ患者への診療】
※ロナプリーブ投与時の特例

（3倍）あり

2,850点
【緊急の往診】

750点/日
コロナ回復患者を受け入れた場合

（さらに＋1,900点は30日目まで、
その後、＋950点は90日目まで）

750点/日
コロナ回復患者を受け入れた場合

（60日目まで。さらに14日目までは＋950点）

300点
【コロナ疑い/確定患者への往診】

300点／日
(個室での管理)

250～1,000点/日
(感染対策を講じた診療)

298点
（治療の延期が困難なコロナ患者
に対する歯科治療の実施）

250点／回
(必要な感染予防策を講じた上で
リハビリテーションを実施)

250点（3月は147点）
【発熱外来の標榜・公表が要件】

ー
（R5.3月末に終了）

入院患者の重症化率低
下、看護補助者の参画等
による業務・人員配置の効
率化等を踏まえて見直し

介護業務の増大等を踏ま
え、急性期病棟以外での
要介護者の受入れを評価

必要な感染対策を引き続
き評価

コロナ患者への歯科治療
を引き続き評価

950点／回
【コロナ患者の入院調整を行った場合】

950点／回
【緊急の往診】

（引き続き評価）

（引き続き評価）

（引き続き評価）

（引き続き評価）

（引き続き評価）

147点
【初診時含めコロナ患者への療養指導（注）】
※ロナプリーブ投与時の特例（３倍）は終了

(注)家庭内の感染防止策や、重症化した場合の対応等の指導

※介護保険施設等への緊急往診に限り2,850点を継続

※介護保険施設等からの患者等をリハビリ提供や入院退院
支援体制が充実した病棟（例：地域包括ケア病棟等）が

受け入れる場合は加算（＋950点/日）

950点／回
【介護保険施設等において、看護職員とともに、
施設入所者に対してオンライン診療を実施する場合】

① 300点
【対応医療機関の枠組みを前提として、院内感
染対策に加え、受入患者を限定しない形に８月
末までに移行】又は、　

①重症患者
ICU等の入院料:３倍
（＋8,448～＋32,634点/日）
②中等症患者等
救急医療管理加算:４～６倍
（3,800～5,700点/日）

①重症患者
ICU等の入院料:1.5倍（＋2,112～＋8,157点/日）

②中等症患者等（急性期病棟等）
救急医療管理加算:２～３倍（1,900～2,850点/日）

② 147点
【①に該当せず、院内感染対策を実施】
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を「
光・暗
や
み・外
遊
び
」「
ワ

ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
」「
よ
い

加
減
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

に
よ
っ
て
、
実
行
可
能
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
私
達
に
与
え
て

く
れ
る
。
例
え
ば
、
照
明
の

電
球
を
い
く
つ
か
外
し
て
夜

は
暗
く
す
る
、
こ
れ
だ
け
で

「
早
く
寝
な
さ
い
！
」
と
親
子

バ
ト
ル
を
し
な
く
て
も
よ
く

な
る
の
だ
。

　
コ
ロ
ナ
で
生
活
が
一
転
し

た
子
ど
も
達
、
子
ど
も
ら
し

く
生
き
る
た
め
の
ケ
ア
が
必

要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　
診
療
室
に
来
る
子
ど
も
達

の
中
に
子
ど
も
ら
し
く
な
い

子
が
増
え
た
な
と
こ
の
１
年

で
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
元
気
が
な
く
、
姿
勢
が

悪
く
、
不
登
校
の
子
ど
も
も

増
え
た
。
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
な
の
か
何
な
の
か
疑
問

に
思
っ
て
い
た
と
き
に
出

会
っ
た
こ
の
本
。
子
ど
も
の

「
か
ら
だ
」
と
「
心
」
の
育
ち

野 

井 

真 

吾 

著

か 

も 

が 

わ 

出 

版

密
着
し
た
親
子
３
世
代
に
わ

た
っ
て
来
て
も
ら
え
た
り
、

歯
科
に
来
る
こ
と
が
怖
く
な

く
、
気
軽
に
来
て
い
た
だ
け

る
医
院
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
世
間
話
を
し
に
来
て
く

れ
た
り
、
子
ど
も
達
の
成
長

を
教
え
て
も
ら
え
た
り
で
き

る
の
が
楽
し
い
仕
事
に
つ
な

が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―

ご
家
族
に
つ
い
て

　
実
母
と
今
年
の
春
か
ら
高

校
生
と
中
学
生
の
思
春
期
ま

っ
た
だ
な
か
の
息
子
２
人
が

い
ま
す
。
仕
事
と
は
別
に
お

母
さ
ん
と
し
て
も
忙
し
く
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す（
笑
）。

―

ご
趣
味
は

　
読
書
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
し

ょ
う
か
。
読
書
と
は
い
っ
て

も
少
年
マ
ン
ガ
か
ら
少
女
漫

地域密着の「痛みない」
「怖くない」歯科に

坂本　亜衣子 先生
りんご歯科クリニック　札幌市・清田区144144

略歴
　2007年に北海道医療大学を卒
業。その後市内の医療機関で勤務
を経て、2017年にりんご歯科クリ
ニックを開業、現在に至る。

を
し
ま
し
た
。
現
在
の
診
療

所
は
小
学
校
が
目
の
前
に
あ

る
立
地
の
た
め
か
、
親
子
連

れ
で
来
て
い
た
だ
い
た
り

と
、
思
い
描
い
て
い
た
診
療

が
で
き
て
い
ま
す
。

―

開
業
後
の
苦
労
や
嬉
し
か
っ
た

　
こ
と
は

　
開
業
後
一
番
苦
労
し
た
こ

と
は
、
や
は
り
ス
タ
ッ
フ
の

雇
用
や
教
育
に
つ
い
て
で

す
。
な
か
な
か
定
着
せ
ず
人

が
足
り
ず
に
大
い
に
苦
労
し

―

保
険
医
会
に
入
会
し
た
理
由

　
は

　
保
険
が
充
実
し
て
い
る
こ

と
と
、
保
険
改
定
時
だ
け
で

は
な
く
、
折
に
触
れ
て
保
険

内
容
に
つ
い
て
解
説
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
知
っ
て
入

会
し
ま
し
た
。

―

開
業
し
た
動
機
・
目
的
な
ど

　
何
年
か
訪
問
が
メ
イ
ン
の

病
院
に
勤
め
て
お
り
ま
し
た

が
、
地
域
に
密
着
し
た
診
療

を
行
い
た
い
と
考
え
て
開
業

ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
こ
と

は
来
院
し
た
お
子
さ
ん
が

「
ま
た
来
る
ね
」
と
怖
が
ら

ず
に
言
っ
て
く
れ
た
り
、
ご

近
所
の
患
者
さ
ん
が
雪
か
き

時
に
も
声
を
か
け
て
く
れ
る

こ
と
で
す
。

―

診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
を

　
教
え
て
く
だ
さ
い

　
月
並
み
で
は
あ
り
ま
す

が
、
な
る
べ
く
痛
み
な
く
、

怖
く
な
く
落
ち
着
い
て
受
診

で
き
る
よ
う
に
病
状
の
説
明

や
ご
本
人
の
思
い
を
き
ち
ん

と
聞
く
よ
う
に
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
怖
が
り
な
方
が
多

い
た
め
、
診
療
時
に
は
声
が

け
を
必
ず
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。

―

目
指
す
医
院
像
は

　
開
業
当
時
よ
り
、
地
域
に

画
、
小
説
等
と
に
か
く
文
字

が
書
い
て
あ
る
も
の
は
何
で

も
読
む
雑
食
の
た
め
、
自
慢

で
き
る
よ
う
な
知
恵
は
つ
い

て
い
ま
せ
ん
。
ダ
イ
エ
ッ
ト

は…

年
を
と
る
と
代
謝
が
も

の
す
ご
く
悪
く
な
り
５
年
で

増
し
た
体
重
を
戻
す
べ
く
努

力
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

に
は
い
つ
も
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

―

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　
子
ど
も
達
に
向
け
た
床
矯

正
に
つ
い
て
、
も
っ
と
深
く

学
び
な
が
ら
、
地
域
の
方
に

質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
身
近
な
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
と
し
て
是
非
ご
活
躍
い
た
だ

　
き
た
い
で
す
。

（
Ｋ
・
Ｏ
）

ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー 

コ
ン
サ
ー
ト

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①（
３
／
25
）歯
科
臨
床
講
演
会
に
つ
い
て

　
・ ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
（
会
場
参
加
は
先
着
20
名
）

　
　
「
リ
グ
ロ
ス
」
に
関
す
る
知
識
整
理
と
術
式
の
ポ
イ
ン
ト

　
　―

こ
の
機
会
に
「
リ
グ
ロ
ス
」
を
導
入
し
ま
せ
ん
か―

　
　
（
北
海
道
医
療
大
学 

歯
学
部
総
合
教
育
学
系 

歯
学
教
育
開
発
分
野 

准
教
授
）

②
２
０
２
３
年
度
予
算（
案
）活
動
方
針（
案
）、２
０

　
２
２
年
度
活
動
報
告（
案
）に
つ
い
て

    

・
変
更
点
の
提
案
と
確
認
を
行
い
、
二
次
案
に
向

　

  

け
調
整
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

③「
歯
科
点
数
早
見
表
２
０
２
３
年
４
月
版
」発
行
に

　
つ
い
て

    

・
保
団
連
新
聞
に
同
封
し
３
月
中
に
全
会
員
へ
発

　

  

送
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

④
そ
の
他

    

・
歯
科
保
険
診
療
研
究
（
４
／
５
号
）
の
確
認
を

　

  

行
っ
た
。

第
12
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
3
月
8
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回 

２
０
２
３
年
度
第
1
回
歯
科
部
担
当
理
事
会

…

4
月
12
日（
水
）午
後
７
時

札幌支部役員の
任期満了にともなう役員選挙の告示

　札幌支部役員は2022年度末で任期満了となります。
　来る6月8日に支部定時総会において、札幌支部規約第6条及び第11条に基
づき役員及び議長、副議長選挙を行います。

①改選役員：支部長 1名、副支部長 2名、幹事 若干名、監事 2名、議長 1名、
副議長 1名
　・本人が役員候補となる場合は様式1号用紙で届出ください。
　・他の方を推薦する場合は様式2号及び3号用紙で申し出ください
　 （様式3号用紙の承諾書は必ず同時に添付願います）。

②届出期間：4月6日～4月20日　午後5時まで

③ 届出先：〒060-0042
札幌市中央区大通西6丁目6　北海道医師会館3階
一般社団法人北海道保険医会　札幌支部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支部長　長野　省五

参加資格：
参加方法：

紹介対象：

紹介後は：

北海道保険医会の会員
QRコードまたは本会HPのご紹介フォームにて、まだ本会に
入会していない先生をご紹介ください
道内で開業または勤務している保険医
の医師・歯科医師
ご紹介により本会にご入会された場
合、紹介にご協力いただいた会員の先
生に「グルメカタログギフト（4,000円
相当）」をプレゼント致します

一般社団法人 北海道保険医会

　
２
月
25
日
、
文
化
厚
生
部

は
札
幌
支
部
と
の
共
催
で
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
歌
手
で

バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
奏
者
で
も
あ

る
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
氏

を
迎
え
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
札

幌
市
内
で
開
催
し
、
道
内
各

地
よ
り
多
数
が
参
加
し
た
。

　

石
塚
文
化
厚
生
部
長
の
司

会
の
も
と
、
は
じ
め
に
加
藤

会
長
か
ら
は
「
１
年
前
の
昨

日
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
軍
事
進
攻
し
、
こ
れ
ま
で

に
多
く
の
一
般
市
民
が
命
を

落
と
し
て
い
る
。
本
日
は
ナ

タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
さ
ん
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歌
を
聞
き
な

が
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
美
し

い
風
景
を
思
い
浮
か
べ
、
皆

さ
ま
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
応

援
団
と
し
て
聞
い
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
氏
は
、

最
初
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
歌
曲
の

「
キ
エ
フ
の
鳥
の
歌
」を
披
露
。

そ
の
後
、
日
本
で
も
お
馴
染

み
の
曲
「
い
つ
も
何
度
で
も
」

「
秋
桜
（
コ
ス
モ
ス
）」
な
ど

を
日
本
語
で
歌
い
、
氏
の
透

き
通
る
高
音
と
圧
倒
的
な
歌

唱
力
、
さ
ら
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
民
族
楽
器
「
バ
ン
ド
ゥ
ー

ラ
」
の
哀
愁
あ
る
音
色
に
聴

衆
は
酔
い
し
れ
た
。

　
ま
た
、
曲
の
間
に
は
、
６

歳
の
時
に
起
こ
っ
た
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
原
発
の
爆
発
事
故

で
被
曝
し
た
時
の
様
子
や
来

日
し
た
経
緯
、
日
本
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
文
化
の
架
け
橋
に

な
ろ
う
と
活
動
し
て
き
た
23

年
間
の
歩
み
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
支
援
活
動
を
紹
介
。
特

に
支
援
に
つ
い
て
は
「
か
わ

い
そ
う
だ
か
ら
で
は
な
く
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
好
き
に
な
っ

て
支
援
を
し
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
た
。

　
ア
ン
コ
ー
ル
で
も
、
心
の

中
で
一
緒
に
歌
っ
て
と
会
場

に
呼
び
掛
け
て
「
ふ
る
さ
と
」

を
歌
う
な
ど
、
最
後
ま
で
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
思
い
と
平
和

を
願
う
気
持
ち
に
満
ち
溢
れ

た
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
美
し
い
歌

声
に
鳥
肌
が
立
っ
た
。と
て
も

感
動
し
た
」「
こ
の
よ
う
な
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
く
れ

て
、心
が
癒
さ
れ
た
。本
当
に

良
か
っ
た
」な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
、大
変
好
評
だ
っ
た
。

美
し
い
歌
声
に
酔
い
し
れ
る

■立候補は自薦、他薦を問いません。
■推薦する場合は必ず候補者の承諾が必要です。

※届出書（様式1号、2号、3号）は本支部事務局に用意しておりますのでご連絡ください。

会員ご紹介キャンペーン
実施中！

キャンペーン概要

※本会より「ご紹介したい方」へ入会案内をお送りします。
会員の先生より事前にお声かけいただきますと幸いです。

［第4弾］は4月末まで

子
ど
も
の  

か
ら
だ
と
心  

ク
ラ
イ
シ
ス
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磁性アタッチメントを用いた
義歯の新製と修理について

※１

※２
※３

※４

※５

１装置につき新製90点、床裏装または増歯70点（義歯修理は算定不可）。製作部
位、補綴物名称や設計、欠損部の状態などをカルテ記載する。
キーパー付根面板製作のための印象は別に算定できる。
有床義歯の新製が予定されている月に、旧義歯に対する修理または調整で歯リハ１
（１）を算定した場合は、同月でも歯リハ１（１）と義管を算定できる。
磁石構造体とキーパーを使用した場合は、製品に付属している使用材料の名称とロッ
ト番号等を記載した文書（シールなど）をカルテに貼付するなどして保存・管理する。
歯科用貴金属の改定に伴い、変動する。（2023年4月１日現在）

※６ 義歯の破損、増歯等に対する有床義歯修理と同時に、磁石構造体を装着した場合
は、有床義歯修理の所定点数260点はそれぞれ算定可能。また、義歯を新製し装着
した日から6か月以内に、磁石構造体を装着した場合は所定点数260点により算定
し、50/100 の減算は適用しない。

　2021年９月１日から保険収載された有床義歯の磁性アタッチメント
を用いた場合の義歯新製と修理の実際について事例を通して解説する。

主訴 下の入れ歯を新しくしたい
所見 根管充填の状態は良好、顎堤吸収は中等度

7 7
7 7

7 7
7 7

3MT RC不適、C３処置歯3

磁性アタッチメント義歯新製

3 3

3 3

2/11 初診 264

2/13 再診　明細 46＋１

X-Ray (D) 2F 電 58×２

3 3 RC（根面板）除去 20×２

3 3 磁性アタッチメント（マグフィットM）set　※４ -

歯根長短いが、骨植良好 -

KP 60×２

上顎前歯相当部リリーフ -
計 972

計 591

補診　※１
下顎臼歯部顎堤吸収中等度、義歯安定を図る
ため磁性アタッチメントを用いた義歯を製作

90×２

7 7
7 7 連合imp （個人トレー＋シリコン） 272×2

2/15 再診　明細 46＋１

計 613

装着 45×２
接着材料I（レセ） 17×２

義管（困難） 230
義歯の清掃法について -

マグ 1,037×２

人工歯（硬質レジン歯） （58＋73）×２

7 7
7 7 BT 283×2

2/22 再診　明細 46＋１

2/28 再診　明細 46＋１
計 427

計 9,855

(磁石構造体777点＋(準)義歯修理260点) -

RCK（キーパー付根面板）（12％金パラ）　※５ 1,135×２

7 7
7 7 試適 190×2

7 7
7 7 FD set（レジン床） 2,424×２

7 7
7 7 歯リハ１　※３ 124

-

連合imp(RCK・キーパー付根面板) 
（寒天＋アルギン酸）　※２　 64×２

主訴 上の入れ歯の見た目が気になる
所見 根管充填の状態良好、根面板として保存可能

7 2 4 7

7 7

義歯不適
前装MC不適、鉤不適、C３処置歯、増歯

義歯修理（増歯）

5/10 初診 264
補診　※１ 70

7 7 義歯修理（　増歯）　※６ 375

X-Ray (D) １F 電 58
歯頚部の脱灰を認める、骨植良好 -
前装MC除去（困難なもの） 48
KP 60
連合imp(RCK・キーパー付根面板) （寒天＋アルギン酸）　※２ 64

人工歯増歯修理する -

鉤除去（簡単なもの） 20

人工歯（レジン歯） 12
計 971

RCK（キーパー付根面板）（12％金パラ）　※５ 1,135

5/17 再診　明細 46＋１

装着 45
接着材料I（レセ） 17

取り扱いについて -

マグ 1,037

計

キーパー付根面板（RCK）１歯につき

（１歯につき）
前歯・小臼歯

大臼歯

1,135

1,337

金パラ

613

613

銀合金

2,405

(磁石構造体777点＋(準)義歯修理260点) -

-

3

3

3

磁性アタッチメント（マグフィットM）set　※４ -3

3

7 7 歯リハ１　※３　 124

3

義歯の審美性と維持安定のため
　キーパー付根面板とした磁性アタッチメント
義歯を製作する
3

安心の3大共済制度 お問い合わせ・資料請求は、共済部まで 011-231-6281

保険医年金

●予定利率が引き上げられました！ ●割安な保険料で最高6000万円まで保障

1.170%

－ 将来に備えてコツコツ積み立て －

募集締切 6月25日（日）（9月1日加入） 募集締切 5月25日（木）（8月1日加入）

加入時のまま満期まで上がりません

（2023年2月1日現在）
1.140%

（2023年1月31日まで）

保険医休業保障共済保険

●掛金が

●入院は1日目から、自宅療養は休業4日目から給付

◆１口あたりの月額掛金

－ ケガや病気による休業リスクに備える －

グループ保険

●2021年度の配当率は 30.66%

－ 死亡・高度障害時にお支払いする保険 －

毎年収支決算を行い剰余金が生じた場合は
配当金として加入者にお支払い

随時申し込み受付中（申込月の翌々々月1日加入）

～29歳
2,500円

30～39歳
2,800円

40～49歳
3,000円

50～54歳
3,300円

55～59歳
3,700円


